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－ 宮城の将来ビジョン － 

平成 20年県民意識調査  
 

日ごろ県政の推進につきまして，ご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げ

ます。 

さて，宮城県では，「富県共創！活力とやすらぎの邦づくり」を県政運営の理

念に掲げ，昨年３月に策定しました「宮城の将来ビジョン」の実現を目指し，さ

まざまな取組を重点的に行っております。 

この調査は，このような県の取組について，県民の皆さまの関心度・認知度・

重視度・満足度，優先すべきと思う項目，さらには治安・防災などといったテー

マに関するご意見・ご感想をお聞きし，その結果を県の施策評価や企画立案にあ

たっての重要な情報として活用させていただくとともに，「宮城の将来ビジョン」

の着実な推進に向けて，今後の県政運営に反映させたいと考えております。 

お忙しいところお手数ですが，この調査の趣旨をご理解いただき，ご協力くだ

さるようお願いいたします。 

 
平成２０年３月 

 
県民の皆さま 

          宮城県知事  村 井 嘉 浩 
 

 

◆  調査対象者の選び方  
県内にお住まいの２０歳以上の方４,０００人を，選挙人名簿から無作為に抽

出させていただきました。 

 

 
調査をお願いしたご本人（封筒のあて名となっている方）がお答えください。 

質問は４ページから始まります。できるだけ全ての質問にお答えくださるよ

うお願いします。 

なお，記入の際は，濃いえんぴつ，ボールペンなどをご使用ください。 

また，いったん記入した内容を訂正する場合，方法は問いませんが，訂正後

の回答がはっきりわかるようにしてください。 

 

 
記入いただいた調査票は，同封しました返信用封筒に入れ，３月２１日（金）

までに，切手は貼らずにそのままポストに投函してください。 

なお，調査は無記名で行われ，かつ調査結果は統計的に処理するとともに，

調査目的以外には利用いたしませんので，皆さまのありのままのご意見をご記

入くださいますようお願いいたします。 

 

 

調査に関する問い合わせはこちらまでお願いします  
 
宮城県企画部行政評価室 
〒980-8570 宮城県仙台市青葉区本町３－８－１ 

電   話：０２２－２１１－２４０６（直通） 

ファックス：０２２－２１１－２４９３ 

電子メール：g-hyoka@pref.miyagi.jp 

ホームページ URL：http://www.pref.miyagi.jp/hyoka/ 

（案） 

◆ 調査対象者の選び方  

◆ 調査回答の方法  

◆ 記入いただいた調査票について  

知事直筆  

※今回の調査は，平成１４年から実施してまいりました「県民満足度調査」の後継のものです。 

従前までの調査と内容が異なるため，今回から名称を変更させていただいております。 

資料３－３ 調査票（抜粋） 



 

 

 

 取組１ 地域経済を力強くけん引するものづくり産業（製造業）の振興  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 県は今年度，こんな取組を主に行ってきました。 

○各地方振興事務所が企業のニーズの把握・発掘，相談への対応を的確かつ迅速に展開する「御用聞き１・２・３プ

ラン」を実施するなど，富県宮城の実現に向けた産業活動を支援しています。 

○県内企業のものづくり基盤技術の高度化やナノテク等の先端技術の地域定着を図るため，地域の大学，高専等

と連携し，県内企業の技術力の向上や先端技術の実用化を支援しています。 

○自動車関連産業の集積を目指し，市場開拓に向けて専門員を配置し，企業ニーズの把握と情報提供に取り組む

とともに，経営革新や技術向上を支援しています。 

○産業集積の拠点を形成するため，仙台北部中核都市奥田地区及び大和リサーチパーク（仮称）の整備を推進し

ている中で積極的に企業誘致を行ったところ，２件の大型企業の誘致が実現しました。 

○設備投資を行う場合の初期負担を軽減し，県内での設備投資を促進させるため，県内で工場の新設・増設を行

った企業に対して奨励金を交付しています。 

○自動車関連事業に取り組む中小企業等に対し，信用保証料負担の軽減を行い，資金融通の円滑化を図ってい

ます。 

※このことに対するあなたの認知度（問１）・関心度（問２）を教えてください。 

問１ １ 知っている   ２ ある程度知っている    ３ あまり知らない    ４ 知らない 

問２ １ 関心がある   ２ ある程度関心がある   ３ あまり関心がない  ４ 関心がない 

※このことに対するあなたの重視度（問３）・満足度（問４）を教えてください。 

問３ １ 重要   ２ やや重要   ３ あまり重要ではない   ４ 重要ではない   ５ わからない  

問４ １ 満足   ２ やや満足   ３ やや不満            ４ 不満         ５ わからない 

 

 

■ 目標とする宮城の姿 

○高度電子機械，自動車関連産業において，技術力の向上や集積が進み，生産性が上がり多くの雇用と税収をも

たらしています。 

○高度電子機械，自動車関連産業のほか，多くの雇用と税収をもたらす競争力を有する企業や次代の日本経済を

けん引する企業の集積が進んでいます。 

問５ 目標実現のため県として行う項目 ＜特に優先すべきと思う項目の記号に○（複数選択可）＞ 

 みやぎ産業振興機構などの産業支援機関と連携して行う，県内製造業の技術力，営業力，販売

力などの強化への支援 
ア 

自動車関連産業を活発にするための下地となる県内製造業の技術力の向上や設備投資への支

援や隣接県の試験研究機関との連携による技術開発への支援 
イ 

岩手・山形県等と連携して関東・東海圏域で商談会を開催するなど，受注機会の拡大促進 ウ 

光関連産業や生活福祉関連産業など市場拡大が期待される分野での，技術開発や製品開発へ

の取組支援 
エ 

半導体関連産業など経済波及効果の高い業種や，雇用増加につながる業種などを中心とした，

地域経済の核となる企業の誘致促進 
オ 

 

 

見本 No1 

高度電子機械産業，自動車関連産業など経済波及効果の高い業種の企業

誘致や，市場拡大が期待される分野での新製品開発・生産向上等の支援

に取り組み，県内製造業の振興を目指します。 

取組概要  



 

 

 
 
 
 

１ 農業・農村について  
 

問１：あなたは，農業・農村が持っている役割として何が重要だと思いますか。 

１から９のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 

 

１ 食料の生産・供給         ２ 地域の人々が働き，生活する場の提供 

３ 洪水防止など国土を守る役割    ４ 地下水かん養など生活や環境に必要な水の確保 

５ 自然環境や田園景観など安らぎの場の提供 

６ 農業体験や自然体験など教育・レクリエーションの場の提供 

７ お祭りなど伝統文化の保存の場    

８ その他（                     ）    ９ わからない 
 

 

問２：あなたは，水田や畑などを農地として維持していくことについてどのように思いますか。 

１から６のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

１ 農地は食料等の供給や緑地空間の提供など重要な役割を果たしているので，現状を維持すべき 

２ 食料供給の上で大切であるが，商・工業の振興などへの利用も同じように重要であるので， 

計画的な土地利用を図るべき 

３ 農地として利用するかどうかは土地所有者に任せるべき 

４ 農地は現状を維持できないと思うので，農地以外の利用を優先すべき 

５ その他（                     ）    ６ わからない 

 

 

  問３：農業・農村は食料の生産・供給以外の役割（洪水防止，水源の確保，自然環境や景観の保全，快適性や

教育・文化など）を持っているので，地域住民によるボランティア活動や，地域と行政が協働 

して保全活動を行うなど，地域支援をすべきだという意見があります。 

この意見について，あなたはどう思いますか。 

１から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

１ そう思う              ２ どちらかといえばそう思う 

３ どちらかといえばそう思わない    ４ そう思わない       

５ わからない 

 

 

問４：現在，農村地域において農業従事者の高齢化や耕作放棄地の増加が進んでいます。 

あなたは，本県の農業・農村が持つ多くの役割を維持していく上で，県はどのような支援を 

行っていけば良いと思いますか？ 

   １から９のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 

 

１ 農業者に対する所得の補償  

２ 食料自給率の重要性と向上の理解に向けた県民への情報発信 

３ 安定した収入の得られる仕事としての農業施策の誘導    

４ 農業者の経営力を向上するための技術支援  

５ 地域の将来を担う農家の育成支援や企業が農業に参入することへの支援 

６ 地域（農家も含めた）が主体となった維持保全活動に対する支援 

７ 県として支援する必要はない  

８ その他（                  ）     ９ わからない 

次の３つのテーマについてお聞きします 

見本 No35 



 

 

２ 食の安全・安心について  
 

問５：ここ１～２年，賞味期限・消費期限の改ざんや原料原産地の偽装など食品に関係する事件が 

発生し，大きな社会問題になっています。 

あなたは，身近な食品の表示についてどのように感じていますか。 

   １から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

１ 信頼している             ２ どちらかといえば信頼している 

３ どちらかといえば信頼していない    ４ 信頼していない 

５ わからない 

  
 

問６：あなたは，食品の安全と安心が確保されるためには，どのようなことが必要だと思いますか。 

     １から９のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 

 

１ 生産者や事業者のモラルの向上 

２ 生産者や事業者の品質管理体制等の強化 

３ 生産者や事業者による正しい食品表示や情報の提供 

４ 生産者や事業者による食品の生産や販売時の検査の実施と結果の公開 

５ 行政の監視・指導や罰則の強化 

６ 消費者の意識向上や正しい知識の習得 

７ 国内自給率アップや地産地消（地域で生産された農産物や水産物を地域で消費すること）の促進 

８ その他（                     ）  ９ わからない 

 

 

問７：近年，生産者の顔が見えるという安心感から，地元で生産された食品への関心が高まってい 

ますが，あなたは宮城県産の食品を購入していますか。 

１から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

１ 購入している             ２ どちらかといえば購入している 

３ どちらかといえば購入していない    ４ 購入していない 

５ わからない 

 

   付問１：問７で【３】，【４】を選んだ方にお聞きします。 

       あなたが宮城県産の食品を購入していない理由は何ですか。 

       １から９のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 

※【１】にあてはまる方は，参考までにその食品名についてもご記入ください。 

 

       １ 購入したい食品に宮城県産のものがないから （食品名：          ） 

２ 身近に県内産の食品を取り扱っているお店がない（少ない）から 

３ 県外産のものに比べ価格が高いから 

４ 県外産のものに比べ信頼性（安全・安心感）がないから 

５ 県外産のものに比べおいしいと思わないから 

６ 県外産のものに比べブランド力（知名度）がないから 

７ 特に理由はない 

８ その他（                      ）   

９ わからない          
見本 No36 



 

 

 ３ 治安・防災について  
 

問８：あなたは，日常生活を送る上で，治安についてどのように感じていますか。 

     １から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

  

    １ 良い               ２ どちらかといえば良い 

３ どちらかといえば悪い       ４ 悪い          ５ わからない 

 

   付問１：問８で【１】又は【２】を選んだ方にお聞きします。 

       あなたが日常生活を送る上で治安が良い（どちらかといえば良い）と感じる理由は何ですか。 

       １から８のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 

 

       １ 以前に比べて事件事故が少なくなってきたと感じるから 

       ２ 自分の身近に事件事故の発生がないから 

       ３ 安全安心に関する地域ボランティア活動が活発になってきたから 

       ４ 個人の規範意識が高まってきたから 

       ５ 警察官によるパトロール活動等が活発になってきたから 

       ６ 地域社会における連携が強化されてきたから 

       ７ その他（                         ）    

８ わからない 

 
   付問２：問８で【３】又は【４】を選んだ方にお聞きします。 

       あなたが日常生活を送る上で治安が悪い（どちらかといえば悪い）と感じる理由は何ですか。 

       １から８のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 

 

       １ 以前に比べて事件事故が多くなってきたと感じるから 

       ２ 自分の身近で事件事故が発生したから 

       ３ 安全安心に関する地域ボランティア活動が十分ではないから 

       ４ 個人の規範意識が弱まったから 

       ５ 警察官によるパトロール活動等が十分ではないから 

       ６ 地域社会における連携が弱まったから 

       ７ その他（                         ） 

       ８ わからない 

 

 

問９：あなたは，治安を向上させるために，どのような対策が必要だと思いますか。 

     １から11のうち，あてはまる番号を３つまで選び○をつけてください。 

  

    １ 空き巣等の侵入犯罪の抑止        ２ ひったくり等の街頭犯罪の抑止 

３ 子ども，女性，高齢者に対する犯罪の抑止  ４ 少年非行の抑止 

５ 暴力団，外国人犯罪の取締り       ６ 交通事故の抑止対策や飲酒運転の根絶対策 

７ パトロール等の街頭活動の強化      ８ 家庭や事業者への巡回連絡活動の強化 

９ 防犯カメラや街路灯等の防犯環境整備 

10 その他（                    ）   11 わからない 

 

 

見本 No37 



 

 
問10：あなたが治安に関する情報として，もっと提供してほしいと思うことは何ですか。 

     １から14のうち，あてはまる番号を３つまで選び○をつけてください。 

  

    １ 近所で発生した犯罪に関する情報   

２ 近所で発生した交通事故や飲酒運転に関する情報 

３ 声かけ事案等の子どもに対する犯罪情報 

４ ストーカー，ＤＶ等の女性に対する犯罪情報 

５ ひったくり，振り込め詐欺等の高齢者に対する犯罪情報 

６ 暴力団，外国人による犯罪の実態         ７ テロ行為等に関する情報 

８ 犯罪の手口と被害に遭わないための注意点  

９ 犯罪被害に遭った場合の支援に関する情報     10 防犯に関する商品や設備の情報  

11 交通安全や防犯のボランティア活動に関する情報 

12 警察が行っている対策及びその推進状況 

13 その他（                 ）  14 わからない 

 

 
問11：近年に発生する確率が高いと言われている宮城県沖地震についてお聞きします。 

あなたは，宮城県沖地震にどの程度関心を持っていますか。 

     １から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

    １ 関心がある          ２ どちらかといえば関心がある 

３ どちらかといえば関心はない  ４ 関心はない         ５ わからない 

 
 

問12：大規模な地震による災害に備えて，あなたのご自宅で行っていることは何ですか。 

１から14のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。 

 

  １ 非常持出品（懐中電灯，携帯ラジオ，非常食など）を用意している 

  ２ 消火器などを用意している 

３ 地震発生時に避難する・集合する緊急避難場所を（家族で）決めている 

４ ガスを使わないときにはガス栓を閉めている 

５ 風呂にいつも水を入れている        ６ 家族との連絡方法を決めている 

７ 火器器具の周りを整理している       ８ 自宅の耐震診断を行っている 

９ いつも非常用として何日か分の食糧（非常食・水など）を用意している 

10 家具類の固定をしている 

11 地域や職場の地震防災訓練に参加したことがある 

12 その他（                        ） 

13 特に備えていない             14 わからない 

 
 

問13：あなたのご自宅の地域で災害が起きた場合，どのような手段で災害情報を得ようと思いますか。

１から10のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 

  

    １ ラジオ     ２ テレビ     ３ 携帯電話      ４ インターネット 

５ 町内放送    ６ 直接避難所や市町村役場に聞きに行く 

７ 近所の人に聞く ８ その他（                         ） 

    ９ 特に情報を得ようと思わない     10 わからない 

 

見本 No38 
 



 

 

 

 

 
 問１：性別（１，２どちらかに○）    １ 男    ２ 女 

 

 

 

 問２：今現在の年齢           満                歳 

 

 

 

 問３：お住まいの市町村名      （      ）市･区･町･村 

※ 仙台市在住の方は区名を記入願います。 
 

 

 

 問４：あなたの職業について，１から７のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 
  

※ 【２】にあてはまる方は，さらに【2-1】から【2-4】のあてはまる番号に○をつけてください。 

※ どこにあてはまるか分からない場合には【７】を選び，（ ）に具体的に記入してください。 

 
１  自営業主・家族従業者 

２  被用者 

（2-1 会社員   2-2 公務員・行政法人職員   2-3 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ･ﾌﾘｰﾀｰ  

2-4 その他（                        ）） 

３  企業役員・団体代表等 

４  専業主婦（主夫） 

５  学生 

６  無職 

７  その他（                          ） 

 

  付問１：問４で【１】【２】【３】【７】を選んだ方にお聞きします。 

       ※問４でそれ以外（【４】【５】【６】）を選んだ方は問５に進んでください。 

あなたの今現在の仕事の内容について，１から14のうち，あてはまる番号を１つ選び○を 

つけてください。 

※複数の職業をお持ちの場合は，最も従事割合の高いものを選んでください。 

 
１ 農業     ２ 林業     ３ 水産漁業    ４ 土木・建築業 

５ 製造業    ６ 電気・ガス・水道業        ７ 情報・通信業 

８ 運輸業    ９ 卸・小売業    10 金融・保険・不動産業 

11 飲食・宿泊・その他サービス業    12 医療・福祉関連業 

13 教育・学習関連業  

14 その他（                                    ） 

 

 

最後に，あなたご自身のこと・この調査に対するご意見などをお聞きします 



 

 

問５：あなたを含めて同居のご家族は何人ですか。   （       ）人 

 

 

  付問１：同居のご家族（あなたも含めます）の中に，以下の方はいらっしゃいますか。 

１から７のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。 

 

１ 乳幼児（小学校就学前の子）  ２ 小学生     ３ 中学生 

４ 高校生            ５ 大学生（各種学校含む） 

６ ６５歳以上の方        ７ １から６にあてはまる方はいない 

 

 

 
 問６ 宮城県にお住まいになって通算何年になりますか。    通算（     ）年 

 

 

 

問７ 県政全般について，意見，要望などがございましたら下の枠内にご自由に記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
問８：この調査についてどのように感じましたか。 

下記のそれぞれの項目について，あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。 

 
① 設問の量 
 
  ア 少ない     イ ちょうど良い     ウ 多い 
 
 
② 文章説明のわかりやすさ 
 
  ア わかりやすい    イ ふつう    ウ わかりにくい 
 
 
③ 文字の量 
 
  ア 少ない     イ ちょうど良い     ウ 多い 
 
 
④ 記入方法のわかりやすさ 
 
  ア わかりやすい    イ ふつう    ウ わかりにくい 
 
 
問９：この調査に回答するために，合計でどのくらいの時間がかかりましたか。 

あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。 
 
  ア 30分未満     イ 30分～1時間未満     ウ 1時間～1時間30分未満 
 
  エ 1時間30分～2時間未満     オ 2時間～2時間30分未満 
 
  カ 2時間30分～3時間未満     キ 3時間～3時間30分未満 
 
  ク 3時間30分～4時間未満     ケ 4時間以上 
 
 
問10：この調査に参加したことにより，県内で行われているさまざまな取組について理解が深まったと 

思いますか。あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。 

 
  ア おおいに理解が深まった    イ 少し理解が深まった    ウ 前と変わらなかった 
 
 
問11：この調査は，県民の意見を県政に反映させる方法として適切だと思いますか。 

あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。 
 
  ア 適切である             イ どちらかといえば適切である 
 
  ウ どちらかといえば適切ではない    エ 適切ではない 
 
  ※【ウ】または【エ】とお答えいただいた方にお聞きします。 
    あなたは，県民の意見を県政に反映させる方法として，どのような方法が望ましいと思いますか。 
    ご意見・アイディア等がございましたらご記入願います。 
 
 
 

 

 

 

<< ご協力ありがとうございました >> 
ご回答いただいた調査票は３月２１日（金）までにご投函してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民意識調査 調査票 

平成 20年３月 宮城県 

 

この調査票は 4,300部作成し，1部当たりの印刷単価は■■円です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

回答へのご協力ありがとうございました。 
 

ご記入いただいた調査票は， 

３月２１日（金）までに 

同封の返信用封筒に入れ， 

ポストにご投函ください。 

（切手は不要です。） 

 

富県共創！ 

活力とやすらぎの邦づくり 

この調査の結果は，平成２０年７月中旬ごろ，県ホームページ（アドレス   

http://www.pref.miyagi.jp/hyoka）や県政情報センター，各地方振興事務所県政情報コーナー

（仙台地方振興事務所は除きます。）でお知らせする予定です。 

イラスト No39 

後に記入 

エコマーク等 


